


































これまた多数の史料をあげられて考察されている。私も漢民族の南シナへの発燥につき考究をすすめる際にこの異常な風習に注怠をおこたらなかったが、以上のような沢田氏の詳細な研究が発……訳されたので、もはや私の如きが再びこの問題について論及する必要はないものと考えるに至った。しかし、ひるがえって考えてみるに、私は南シナ異民族解明のための研宛として の存習を孝氏ぶして来たのであるから、この点について一応のな凡を述べることも必要かと感じ、敢えて蛇川止を加えてみる次第である。なお、この研究は南シナ呉氏族の特殊性の研究の一つであるが、ただこれだけによって硝シナ異民族の特性を強調しようとするも では く、出来れば南シナ異民族の個別的な研 によって今まで別かにされた、あるいは今後明かにされる幾多の特殊性との組合せによって、市シナ異民族の特性を解明するための一材料となし いのである。
米代、殺人祭鬼の奇習の行われた地点あるいは地域を先、ず考察して見るが、説明の使宜上から諸項に分ける。（a
）宋史時太宗本紀、潅照二年間九月乙未の条に、林一定邑管殺人祭鬼及僧人町妻筆。
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町 一 勝 股 中 ） 、 夷 陵 （ 州 比 一 校
制
枇 中 ） 、 克 陵 （ 川 一 法 唯 一 説 中 ） 、 河 陽 （ 仰 山
ω
一 一 一 樹 齢 中 ） 、 況 陵 （ 州 問 碍 続 中 ）
清 江 （ 伺 … 月 … … 四 倣 中 ） 、 奈 川 防 （ 四 一








義 陽 （ 刊 一 明 … 一 一 一 一 明 … 取 中 ） 、 九 江 （ 山 崎
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の南郡巴郡 地にあたる地域で、宋代に盛んに殺人祭鬼が行われたことも考え合せてみる必要がある。すなわち、南郡・巴 蛮の祖康君より出た 一一一円う予州蛮は蛮左とよばれ、荊蛮、楚
蛮
であり、叉南郡・巴郡蛮 ともに、楚国の中
心部及びその周辺部の蛮夷であるから こ 蛮夷に同じ殺人祭鬼の風 あったとしてもそれほど不思議ではないし、叉、宋代にそれらの地域とかさな 湖北・湖南 地を中心として
一 居 住 し て
いた渓洞
蛮の間に
その風習が残存していた
ものと考えても れほど無理では さそうに考えられる。
宋会要、刑法ニ慶元四年五月六日の条に、
臣僚
一 一 一日。楚俗
淫柄
。其
来尚失。惟是版人以饗鬼。不宜有聞於聖世。
宋代の殺人祭鬼についてハ河原）
て！.：...：
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第十九号
入
とあり、叉、さきにひいた陪書地理志の文のつづきに、
大抵荊州率敬鬼尤主洞紀之事。昔屈尿為制九歌。蓋由是也
Q
（ 日 ）
とあるのも、古くからの楚の遺風と解したからであろう。（昭和四一－二・三
O
）
註（1
）沢日瑞穂「殺人祭鬼」
η天理大学学報、第四十三料、人文・社会科学話
E
）
（2
）「太平三ず記」芝、嶺南道十、邑州の条には更に詳細な記事が見ゆ。
（3
）「元豊九域志」性、覇際州、広南路、宜州の条。
（4
）拙稿 広西蛮付の始遷祖に就いて （南亜細亜学報、第三号）
（5
）「続資治通鑑長編」芝、県草五年間七月康成の条にも同様な文あり。
（6
）「宋史」持ヘ地理志
Q
「続資治通鑑長一編」時一右…寧六年六月巳卯の条。
（7
）「元豊九日明志」地岳州 条。
（8
）「続資治通鑑長編」時一一照寧五年十二月丙子及び同書時二、同六年正月の条によって、神宗の時にこの地の経略が行われた
ことを知ることが出来る。
（9
）「宋会要」、刑法二大中祥符三年二月二十五日の条にもほぼ じ文あり
o
p m
）拙杭「位知日高の抜乱と交世 （法政史学、第十二号）
（日）註（
4
）参照。
（ロ）拙稿「省地・省民の怠味について） 和田博士古稀記念東洋史論叢）（日）右に同じ
Q
へU
）拙稿「宋告一一百州郡志に見える左郡・左県の中山との意味について」（法政史学 第十四号）
（日）沢目瑞穂氏の前掲論文一巾』で、純一雪林女士の一
i九歌与河神祭典関係」（民間二十七年刊『議魚集』に収める）を紹介しておら
れる
c
それによると西門豹の話も出ているが、建災以来繋年要録時ト、紹興十二年五月己未の条に、「」一一口者論一聖路有殺人祭鬼
之事コ乞厳禁之、〉上詞宰執日。比必有大厄侶之。治亙則此白止。西門豹投豆於河。以救河伯要掃
c
蓋知此道也」とあるのを
掲げておく。
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